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　今年は梅雨が明けない中、雨の七夕となりま
した。短冊に書いた願いは届いたでしょうか。
◆７月２日から４日まで「第４回全国女性町長
サミット」が栃木県野木町で開催されました。
２年に１回開催されています。現在全国に928
町村ある中で、女性町長はわずか６人。男女共
同参画が進む社会においても、政治の世界での
女性進出はまだまだといったところでしょう
か。今回のテーマは「男女がともに輝くワーク
ライフバランス」。それぞれが女性の視点も活
かしながら取り組んでいる政策などを披露し
ました。最終日には栃木県知事や県内の各首
長、内閣府の男女共同参画局長などを来賓に迎
え、800人の来場者で満員の野木町エニスホー
ルでパネルディスカッションを行い、サミット
アピールを発表しました。この間、職員総出
で、心のこもった「おもてなし」をしてくださ
いました野木町の皆さまに心より感謝申し上
げます。第５回サミットは播磨町での開催とな
ります。2年後、多くの方々のご参加を期待し
ています。
◆国の地域経済活性化の政策を受けて、播磨町
でもプレミアム商品券を発行しました。発行関
連事業を委託した「商工会」では担当グループ
と数ヵ月にわたり、いろいろな場面を想定して
協議を重ねていただいておりましたが、初日に
は3,800人、２日目には950人余りの方々が殺
到する中で、長時間の待ち時間が発生し、大変
ご迷惑をおかけいたしました。扱う金額が多額
なこと、警備体制、駐車場の確保など、様々な
課題を検討したうえでの実施でありましたこ
と、どうぞご理解をいただきたく思います。お
かげさまで事故もなく完売となりました。年内
でのご使用となりますので、よろしくお願いい
たします。加盟していただいた店舗、事業所の
皆さま、ご協力ありがとうございました。

▲サミットアピールを発表しました

播磨町子ども会育成連絡協議会ドッジボール大会

生涯学習グループ☎ 0 7 9（4 3 5）0 5 6 5

　６月21日播磨町総合体育館でドッジボール大会を
開催しました。各校区大会で代表となった高学年、中
学年、低学年各８チームがこの大会に臨みました。

　結果は次のとおりです。
高学年（５・６年生）
　優　勝　　野添中部子ども会Ａチーム
　準優勝　　駅西子ども会チーム
　３　位　　宮ノ裏子ども会チーム
中学年（３・４年生）
　優　勝　　野添中部子ども会Ｂチーム
　準優勝　　城子ども会チーム
　３　位　　大中西子ども会チーム
低学年（１・２年生）
　優　勝　　本荘中・宮北子ども会チーム
　準優勝　　古宮子ども会チーム
　３　位　　大中東子ども会チーム

第５回播磨町町長杯将棋大会

中央公民館☎ 0 7 9（4 3 7）6 9 8 0

　６月14日に日本将棋連盟理事の井上慶太九段を審
判長にお迎えし「第５回播磨町　町長杯将棋大会」が
開催されました。
　東播磨地域を中心に小学生の部33人、一般の部79
人（小学生の有段者９人を含む）計112人の参加があ
り、岡山、大阪、和歌山、香川の近隣各府県からの参
加者もありました。
　大会関係者からは、「将棋を通して地域の人たちと
の交流や、世代間の交流が広がることが期待され、伝
統文化の普及・継承にこれからもなお一層努力して
いきたい」との言葉もあり、将棋ファンの今後の棋力
向上を期待しつつ盛会裏のうちに大会を終えること
ができました。

青年海外協力隊で丸岡ひとみさんが、　　　
フィジー共和国へ

企画グループ☎ 0 7 9（4 3 5）0 3 5 6

　このたび丸岡ひとみさん（蓮池小学校教諭）が、協
力隊ボランティアとして、約２年間フィジー共和国

（オセアニア）に赴任することになり、出発を前に町長
を表敬訪問されました。「５年間小学校教諭を経験す
るなかで、学び教えることの楽しさを感じた。この経
験を生かし現地に早く溶け込み、教員と生徒が一緒に
なって学び成長したい。そして、フィジーの小学校教
育推進の一助となりたい」と力強く決意を述べられま
した。
　町長からは、「自然体で出来ることから取り組み、多
くのものを学んでください。そして、帰国後は、播磨
町の小学校教育に大いに還元してください」とエール

を送りました。
　青年海外協力隊は、
開発途上地域の発展に
協力することを目的に
85カ国で1,989人が
活動、播磨町からも丸
岡さんを含め現在2人
が活動されています。
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リフレッシュ瀬戸内　新島南護岸を清掃しました
土木グループ☎07 9（4 3 5）2 3 6 5

　６月16日、新島の企業が所属している新島連絡協議会に
よる清掃活動「リフレッシュ瀬戸内」が実施されました。
　「リフレッシュ瀬戸内」は近畿・中国・四国・九州の瀬
戸内に面した地域で毎年清掃活動をしており、今年で23回
目を数えます。今回は事務局を務めます国土交通省の方々
も来られました。
　この日はあいにく朝から小雨が降ったり止んだりする天
気で、清掃中も小雨の中で大変でしたが、約100人の方が
清掃活動に参加されました。東西に分かれてゴミを分別し
ながら拾い集め、約１時間後に収集車にすべて積み込みま

した。
　作業を終えた人に話を
聞くと、「今年はゴミが少
なめだった」「こうした活
動が海をきれいにしてい
く」と話されていました。

じゃことりで水辺の環境を考える
はりまデザインラボ☎ 0 7 9（4 3 7）0 1 4 1
　６月28日、喜瀬川の生き物を探しながら、親子で水辺の
環境について考える「喜瀬川でじゃことり」が催されました。
　約200人ほどの参加者がごみを拾うクリーンアップをし
たあとで、川に入って網をふるいました。でも、なかなか
魚は捕れず、虫取り網を持ってきた父と子どもは、「もっと
丈夫な網を用意したほうがよかったな」と顔を見合わせて
苦笑していました。
　捕れた生き物を、大きな水槽に入れてスタッフから生き
物の名前を教わったり、増
水した川に近づいてはいけ
ないという話を楽しいクイ
ズ形式で聞いたりして、親
も子も一緒に水辺の環境に
ついて考え、感じることが
できる体験をしました。
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